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は
じ
め
に
　
琉
球
の
世
主
に
宛
て
て
室
町
殿
が
発
給
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
田
中
健
夫
氏
、
何
慈
毅
氏
、
佐
伯
弘
次
氏
ら
に
よ
っ
て
、
様
式
な
ど
に
関
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た（１）。
そ
の
際
に
必
ず
参
照
さ
れ
て
い
る
の
が
、
後
掲
の
『
運
歩
色
葉
集
』
所
収
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
十
一
月
二
十
五
日
付
琉
球
国
世
主
尚
思
紹
宛
足
利
義
持
御
内
書
案
で
、
同
年
に
琉
球
船
の
来
航
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
根
拠
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
複
数
あ
る
同
書
の
写
本
間
で
内
容
に
差
異
が
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
で
は
、
特
に
検
証
も
な
い
ま
ま
に
、
ひ
と
つ
の
写
本
の
み
が
引
用
さ
れ
て
き
た
。
　
ま
た
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
限
り
で
は
、
諸
史
料
の
な
か
に
、
同
文
書
と
類
似
の
、
同
じ
十
一
月
二
十
五
日
付
で
は
あ
る
も
の
の
発
給
年
の
異
な
る
文
書
が
、
複
数
確
認
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
の
諸
論
文
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
見
出
し
得
な
い
。
　
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
『
運
歩
色
葉
集
』
所
収
文
書
に
つ
い
て
諸
写
本
間
の
校
異
を
示
し
、
次
に
類
似
の
文
書
を
紹
介
し
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。
　
　
一　
応
永
二
十
一
年
付
文
書
　
『
運
歩
色
葉
集
』
は
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
の
序
文
を
有
す
る
古
辞
書
で
、
そ
の
利
部
に
応
永
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
付
琉
球
国
世
主
宛
御
内
書
案
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
つ
と
に
小
葉
田
淳
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（２）。
同
本
の
原
本
は
今
日
所
在
不
明
で
、
古
写
本
と
し
て
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
写
本
、
西
来
寺
所
蔵
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
写
本
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
天
正
十
七
年
写
本
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
写
本
の
、
四
点
が
知
ら
れ
て
い
る（３）。
　
小
葉
田
氏
が
ど
の
写
本
に
拠
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
田
中
健
夫
氏
お
よ
び
佐
伯
弘
次
氏
は
こ
の
う
ち
元
亀
二
年
写
本
（
図
１
）
を
、
何
慈
毅
氏
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
写
本
を
典
拠
と
し
て
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る（４）。
た
だ
し
、
底
本
選
定
の
理
由
は
い
ず
れ
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
最
古
の
写
本
で
あ
る
元
亀
二
年
写
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
、
他
本
と
の
異
同
を
注
記
し
て
示
す
こ
と
と
す
る（５）。
　
　
　
「（封紙
上
書
）
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し
へ（ａ）」
　
　
御
文
く
は
し
く
見
申（ｂ）、
し
ん
上
の（ｃ）物
と
も（ｄ）た
し
か
に（ｅ）う
け
と
り
ぬ（ｆ）、
　
　
応
永
廿
一
年
十
一
月（ｇ）廿
五
日
　
　
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し
へ（ｈ）
　
　
公
方
様
よ
り（ｉ）流
球（ｊ）へ
被
遣
候（ｋ）御
返
事
如
斯
ニ
（
ｌ
）候
、
仮
名
也（ｍ）、
小
高
檀
紙（ｎ）上
下
縮
ツ
ヽ
ム
ル（
ｏ
）（
６
）
也
、
【
校
異
】（
ａ
）
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し
へ
、
天
十
五
「
流
球
国
之
世
の
あ
る
し
へ
」。
静
「
流
球
国
之
世
之
主
ヘ　
御
文
委
ク
」。
底
本
ヲ
除
ク
諸
本
印
影
ナ
シ
。（
ｂ
）
御
文
く
は
し
く
見
申
、
天
十
五
「
御
文
く
わ
し
く
見
申
候
了
」。
天
十
七
「
御
文
く
は
し
く
見
申
候
」。
静
「
見
申
候
」。（
ｃ
）
し
ん
上
の
、
天
十
五
・
静
「
進
上
之
」。（
ｄ
）
と
も
、
天
十
五
ナ
シ
。
静
「
共
」。（
ｅ
）
た
し
か
に
、
天
十
五
「
慥
ニ
」。
静
「
慥
タ
シ
カ
ニ」。（
ｆ
）
う
け
と
り
ぬ
、
天
十
五
「
請
取
ぬ
」。
静
「
請
取リ
候
」。（
ｇ
）
十
一
月
、
天
十
七
「
十
月
」。（
ｈ
）
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し
へ
、
天
十
五
・
天
十
七
ナ
シ
。
静
「
流
球
国
之
主
ヘ
」。
底
本
ヲ
除
ク
諸
本
印
影
ナ
シ
。（
ｉ
）
公
方
様
よ
り
、
天
十
五
・
静
「
自
公
方
様
」。
天
十
七
「
公
方
さ
ま
よ
り
」。（
ｊ
）
流
球
、
天
十
七
「
龍
興
」。（
ｋ
）
候
、
天
十
五
・
天
十
七
ナ
シ
。（
ｌ
）
斯
ニ
、
天
十
五
・
天
十
七
・
静
「
此
」。（
ｍ
）
也
、
天
十
五
「
に
て
候
へ
く
候
」。
天
十
七
ナ
シ
。（
ｎ
）
小
高
檀
紙
、
天
十
五
「
小コ
高タカ
檀ダン
紙シ
少
切
」。
天
十
七
「
小
高
檀
紙
少
切
」。
静
「
小
島
ノ
檀
紙
少
切
」。（
ｏ
）
縮
ツ
ヽ
ム
ル、
天
十
七
・
静
ル
ビ
ナ
シ
。
史
料
紹
介
と
研
究
岡 
本　
真
十
一
月
二
十
五
日
付
琉
球
国
世
主
宛
御
内
書
案
三
点
図
１　
『
運
歩
色
葉
集
』
元
亀
二
年
写
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
部
分
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こ
う
し
た
諸
本
間
の
差
異
を
一
覧
す
る
と
、
元
亀
二
年
写
本
の
み
が
、
も
と
の
文
書
に
押
印
の
あ
っ
た
形
跡
を
伝
え
て
い
る
し
、
他
の
年
代
の
類
例
か
ら
判
断
す
る
限
り（７）、
封
紙
や
宛
所
も
適
切
に
写
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
は
、
も
っ
と
も
原
本
に
近
い
形
で
写
し
て
い
る
の
は
同
本
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
氏
や
佐
伯
氏
が
同
本
に
拠
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
炯
眼
で
あ
る（８）。
　
た
だ
し
、
細
部
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
元
亀
二
年
写
本
に
「
見
申
」
と
あ
る
箇
所
の
下
に
は
、
そ
れ
以
外
の
写
本
で
は
い
ず
れ
も
「
候
」
字
が
存
し
て
お
り
、
他
の
年
代
の
類
例
を
参
照
し
て
も
、
同
字
の
あ
る
方
が
原
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
注
記
に
お
い
て
も
、
他
の
写
本
に
あ
る
「
少
切
」
が
、
元
亀
二
年
写
本
か
ら
は
脱
落
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
同
本
も
ま
た
、
原
撰
本
の
記
載
を
忠
実
に
反
映
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、『
運
歩
色
葉
集
』
所
収
の
琉
球
国
世
主
宛
御
内
書
案
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
諸
本
の
異
同
を
比
較
し
、
で
き
る
限
り
原
撰
本
の
姿
を
復
原
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
え
る
。
　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、
そ
の
差
出
年
月
日
で
あ
る
。
諸
本
の
差
異
を
見
て
み
る
と
、
天
正
十
七
年
本
の
み
十
月
付
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
い
ず
れ
も
十
一
月
付
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
撰
本
で
は
応
永
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
付
と
な
っ
て
い
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
　
　
二　
応
永
二
十
二
年
付
文
書
　
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
書
札
礼
』
は
一
冊
本
で
、
表
紙
題
簽
に
「
書
札
礼　
完
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
開
く
と
原
表
紙
が
あ
っ
て
、「
書
札
礼
寛
永
本
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
丁
数
は
原
表
紙
を
除
い
て
四
〇
丁
で
、
第
一
丁
に
は
「
色
川
三
中
蔵
書
」
お
よ
び
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
の
印
が
あ
る
。
ま
た
、
最
終
丁
裏
に
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
付
の
奥
書
が
あ
る
。
　
同
書
の
内
容
は
、
室
町
〜
織
豊
期
の
実
際
に
や
り
と
り
さ
れ
た
と
思
し
い
文
書
を
挙
げ
つ
つ
、
標
題
の
通
り
書
札
礼
に
つ
い
て
叙
述
し
た
も
の
で
、
第
一
一
丁
裏
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
（
図
２
）。
　
　
一
、
従　
公
方
様
琉リウ
キ
ウ球
江
被
遣
候
御
内
書
如
此
、
仮カ
名ナ
書
也
、
小
高
上
下
少
切
之
、
　
　
　
「（封紙
上
書
）
り
う
き
う
国
の
よ
つ（マ
マ
）ね
じ
へ
」
　
　
　
御
文
く
わ
し
く
見
申
候
、
し
ん
上
之
物
と
も
た
し
か
に
う
け
取
畢
、
　
　
　
　
応
永
廿
二
年
　
　
　
　
　
十
一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
り
う
き
う
国
の
よ
つ（マ
マ
）ね
し
へ
　
こ
こ
に
記
さ
れ
た
琉
球
国
世
主
宛
御
内
書
案
は
、
年
と
月
日
の
間
の
改
行
の
有
無
や
、
細
か
な
字
の
相
違
は
あ
る
が
、
前
掲
の
『
運
歩
色
葉
集
』
所
収
文
書
と
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
今
日
知
ら
れ
て
い
る
複
数
の
琉
球
国
世
主
宛
御
内
書
案
に
お
い
て
、
本
文
の
文
言
は
お
お
よ
そ
同
様
で
あ
る
た
め（９）、
こ
の
よ
う
な
符
合
は
そ
れ
ほ
ど
意
外
な
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
目
を
引
く
の
は
冒
頭
の
一
つ
書
の
記
述
で
、
文
書
本
文
の
み
な
ら
ず
こ
の
部
分
ま
で
も
が
、『
運
歩
色
葉
集
』
の
注
記
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る図２　『書札礼』（静嘉堂文庫所蔵）部分
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と
、
御
内
書
案
に
関
す
る
両
書
の
情
報
源
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
注
目
し
た
い
の
は
、
同
じ
十
一
月
二
十
五
日
付
で
も
、『
運
歩
色
葉
集
』
所
収
文
書
が
応
永
二
十
一
年
付
な
の
に
対
し
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
書
札
礼
』
所
収
文
書
が
同
二
十
二
年
付
と
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
他
の
年
代
の
類
例
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
本
文
の
文
言
や
宛
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
者
の
方
が
原
本
の
情
報
を
よ
り
正
し
く
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
う
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
演
繹
し
て
発
給
年
に
も
当
て
は
め
る
の
に
は
、
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
二
十
二
年
付
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
具
体
的
に
述
べ
る
と
、『
歴
代
古
案
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）10
（
。
　
　
一
、
勝
定
院
殿
之
御
代
、
琉
球
国
へ
被
遣
御
内
書
、
　
　
　
御
文
く
は
し
く
見
申
候
、
し
ん
上
の
物
と
も
た
し
か
に
う
け
と
り
ぬ
、
　
　
　
　
　
応
永
廿
二
年
十
一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し
へ
　
　
　
　
　
「（封紙
上
書
）
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し
へ
」
　
　
　
如
此
上
包
ニ
被
遊
、
内
ノ
年
号
何
年
ニ
御
朱
印
有
、
又
上
包
ノ
国
ト
云
字
ニ
御
朱
　
　
　
印
ア
リ
、
　
こ
こ
に
は
前
掲
の
ふ
た
つ
と
は
異
な
っ
て
押
印
に
関
す
る
注
記
が
あ
る
も
の
の
、
記
載
内
容
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
文
書
自
体
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
書
札
礼
』
所
収
の
も
の
と
同
じ
原
文
書
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
ら
に
は
、
応
永
二
十
二
年
付
を
一
概
に
誤
り
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
同
二
十
一
年
に
琉
球
船
の
来
航
が
あ
っ
た
と
す
る
推
測
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
文
書
は
、
実
は
同
二
十
二
年
の
も
の
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
　
　
三　
応
永
二
十
四
年
付
文
書
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
『
書
札
礼
』
は
一
冊
本
で
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
前
田
利
嗣
氏
の
蔵
書
を
写
し
た
も
の
で
あ
る）11
（
。
全
三
一
丁
の
う
ち
最
終
丁
裏
に
は
底
本
の
包
紙
の
裏
書
が
写
さ
れ
て
お
り
、「
貫
越
中
守
殿
江
於
芸
州
門
山
御
陣
、
御
屋
形
様
以
御
意
見
被
仰
付
記
給
候
一
巻
也
」
と
あ
っ
て
、
大
内
氏
家
臣
貫
越
中
守
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
題
に
は
「
書
札
礼
之
事
」
と
あ
り
、
内
容
か
ら
し
て
も
、
先
に
紹
介
し
た
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
も
の
と
は
同
名
異
書
で
あ
る
。
　
同
書
の
第
二
四
丁
表
裏
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
一  
、 
如
何
体
之
子
細
候
哉
ト
書
ト
、
如
何
体
子
細
哉
ソ
ヤ
ト
書
ト
各
別
也
、
候
ト
云
字
ヲ
置
テ
ハ
少
賞
翫
也
、
　
　
　
　
「（封紙
上
書
）
り
う
き
う　
国
の
よ
の
ぬ
し
へ
」
　
　
　
御
文
く
は
し
く
見
申
候
、
し
ん
上
物
と
も
た
し
か
に
う
け
と
り
候
ぬ
、
　
　
　
　
　
応
永
廿
四
年
十
一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
 
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し
へ
　
　
　
　
  
琉
球
国
御
返
事
如
此
、
御
印
如
此
、
御
料
紙
ハ
高
引
合
上
下
ヲ
少
シ
キ
ル
、
横
ハ
其
マ
ヽ
也
、
　
右
の
箇
所
に
は
、「
候
」
字
の
有
無
で
丁
重
さ
が
異
な
る
こ
と
の
例
と
し
て
、
琉
球
国
世
主
宛
御
内
書
案
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
書
札
礼
』
所
収
の
も
の
な
ど
と
同
様
、
細
か
な
違
い
こ
そ
あ
る
が
、
文
言
も
十
一
月
二
十
五
日
と
い
う
発
給
月
日
も
、『
運
歩
色
葉
集
』
所
収
の
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
や
は
り
年
号
は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
応
永
二
十
四
年
付
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
注
記
を
見
る
と
、
料
紙
の
上
下
を
切
っ
て
短
く
す
る
こ
と
な
ど
、
共
通
す
る
情
報
が
あ
る
一
方
で
、
料
紙
の
左
右
を
裁
断
し
な
い
こ
と
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
印
影
の
位
置
も
『
運
歩
色
葉
集
』
と
の
間
に
差
異
が
あ
る）12
（
。
　
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
考
慮
す
る
と
、
謄
写
本
『
書
札
礼
』
は
、『
運
歩
色
葉
集
』
と
同
じ
情
報
源
か
ら
の
写
し
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
原
文
書
が
同
一
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
た
ま
た
ま
月
日
が
一
致
し
て
い
る
だ
け
の
、
別
の
文
書
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
画像史料解析センター通信
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お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
応
永
二
十
年
代
の
十
一
月
二
十
五
日
付
琉
球
国
世
主
尚
思
紹
宛
足
利
義
持
御
内
書
案
三
点
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
応
永
二
十
一
年
付
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
異
本
対
校
を
お
こ
な
い
、
ひ
と
つ
の
写
本
に
依
拠
す
る
の
み
で
は
不
十
分
な
点
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
同
二
十
二
年
付
文
書
と
同
二
十
四
年
付
文
書
を
紹
介
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
同
二
十
一
年
付
文
書
と
共
通
の
原
本
に
由
来
す
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ど
ち
ら
か
の
年
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
原
文
書
が
共
通
す
る
可
能
性
と
、
そ
う
で
な
い
可
能
性
の
両
方
が
想
定
さ
れ
得
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
右
に
挙
げ
た
御
内
書
案
三
点
は
い
ず
れ
も
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
他
の
未
見
の
書
札
礼
書
な
ど
に
は
、
別
の
形
で
同
様
の
文
書
が
写
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
今
後
も
調
査
を
つ
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
琉
球
国
世
主
宛
御
内
書
案
の
み
に
焦
点
を
絞
っ
た
が
、『
運
歩
色
葉
集
』
や
書
札
礼
書
自
体
の
さ
ら
な
る
研
究
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
挙
げ
て
課
題
と
し
た
い
。
注（１
）
田
中
健
夫
「
文
書
の
様
式
よ
り
見
た
足
利
将
軍
と
琉
球
国
王
の
関
係
」（
同
『
対
外
関
係
と
文
化
交
流
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
）。
何
慈
毅
「
十
五
・
六
世
紀
に
お
け
る
日
琉
関
係
の
一
考
察
―
室
町
将
軍
琉
球
国
王
間
の
往
復
書
状
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
一
七
、
一
九
九
二
年
）。
佐
伯
弘
次
「
室
町
前
期
の
日
琉
関
係
と
外
交
文
書
」（『
九
州
史
学
』
一
一
一
、
一
九
九
四
年
）。
（
２
）
小
葉
田
淳
「
足
利
幕
府
と
の
通
交
、
其
近
畿
貿
易
」（
同
『
増
補
中
世
南
島
交
易
史
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
三
七
年
）
一
五
頁
。
た
だ
し
、
小
葉
田
氏
は
十
二
月
二
十
五
日
付
と
し
て
い
る
。
（
３
）
そ
れ
ぞ
れ
影
印
本
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
運
歩
色
葉
集
―
元
亀
二
年
京
大
本
―
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）。
木
村
晟
編
『
天
正
十
五
年
本
運
歩
色
葉
集
―
影
印
本
文
・
和
訓
索
引
―
』（
大
空
社
、
一
九
九
六
年
）。
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
運
歩
色
葉
集
―
天
正
十
七
年
本
―
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）。
『
運
歩
色
葉
集
―
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
―
』（
白
帝
社
、
一
九
六
一
年
）。
（
４
）
田
中
前
掲
論
文
一
〇
八
・
一
〇
九
頁
。
何
前
掲
論
文
六
七
頁
。
佐
伯
前
掲
論
文
六
〇
頁
。
（
５
）
以
下
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
漢
字
は
お
お
む
ね
常
用
字
を
用
い
、
変
体
仮
名
等
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
返
り
点
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
読
点
や
括
弧
書
き
の
傍
書
は
、
筆
者
が
施
し
た
。
対
校
注
に
お
い
て
、
天
正
十
五
年
写
本
は
「
天
十
五
」、
天
正
十
七
年
写
本
は
「
天
十
七
」、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
写
本
は
「
静
」
と
略
称
し
た
。
（
６
）
本
稿
の
翻
刻
で
は
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
①
封
紙
部
分
、
②
本
文
、
③
注
記
の
順
に
翻
刻
し
た
が
、
図
１
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
底
本
で
は
上
部
に
①
が
記
さ
れ
、
下
部
お
よ
び
左
側
に
②
と
③
が
区
切
り
の
不
分
明
な
状
態
で
記
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）
琉
球
国
世
主
宛
室
町
殿
御
内
書
案
は
、
ほ
か
に
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
九
月
十
五
日
付
、
同
十
一
年
三
月
七
日
付
、
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
七
月
二
十
四
日
付
の
も
の
と
、
年
月
日
が
省
略
さ
れ
た
『
砂
巌
』
巻
四
「
書
札
間
事
」
所
収
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
田
中
前
掲
論
文
一
〇
九
・
一
一
〇
頁
、
何
前
掲
論
文
六
七
・
六
八
頁
、
佐
伯
前
掲
論
文
六
八
・
六
九
・
七
四
頁
）。
（
８
）
前
述
の
よ
う
に
何
氏
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し
て
明
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
翻
刻
内
容
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
実
際
に
は
元
亀
二
年
写
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
９
）
注
（
７
）
参
照
。
（
10
）『
歴
代
古
案　
第
三
』（
史
料
纂
集
古
文
書
編
二
九
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）
一
四
五
・
一
四
六
頁
。
た
だ
し
、
注
（
５
）
に
示
し
た
方
針
に
則
し
て
一
部
を
改
め
た
。
ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
（
伊
佐
早
謙
氏
原
蔵
、
同
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
画
像
公
開
中
）
に
は
、
末
尾
の
注
記
に
則
し
た
印
郭
が
本
文
上
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
黒
嶋
敏
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
（
11
）
謄
写
本
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
は
、
現
在
は
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
が
所
蔵
し
て
い
る
と
目
さ
れ
る
。
筆
者
は
そ
れ
を
閲
覧
し
て
内
容
を
確
認
し
、
同
本
に
依
拠
し
て
本
稿
執
筆
に
あ
た
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
入
稿
ま
で
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
謄
写
本
に
拠
っ
た
。
（
12
）『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
十
二
月
十
四
日
条
に
は
、
当
時
の
琉
球
国
へ
の
返
書
で
は
、
文
書
末
尾
の
年
号
の
第
二
字
の
上
と
、
封
紙
上
書
の
仮
名
書
の
第
二
字
の
上
、
折
紙
の
賜
物
目
録
の
後
の
、
三
箇
所
に
押
印
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
は
、
前
掲
の
『
歴
代
古
案
』
の
注
記
と
若
干
異
な
る
が
、
年
号
を
押
印
箇
所
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
田
中
健
夫
氏
は
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
記
載
と
他
の
外
交
文
書
の
事
例
を
根
拠
に
、『
運
歩
色
葉
集
』
所
収
文
書
の
宛
所
部
分
に
印
影
が
あ
る
の
は
、
印
の
位
置
を
誤
っ
て
写
し
た
た
め
だ
と
推
測
し
て
い
る
（
田
中
前
掲
論
文
一
一
九
頁
）。
